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  No.3 
させる選択肢は皆無で、その１点を死守するのはエースの責任であり、能力であるという確信いたします。
のもとに、９回のマウンドにエースが立つことになる。その結果は悲劇となる。この悲劇は、この期待過多
と期待稀薄の分化されたチームでは、回避できない事態であり、最後のサイコロがどっちに転ぶかは、運だ
けの問題に帰結することになった。この２つのリーグでの詳細記述をもとに、以下のような継投のルール
についての一般化を行った。継投には４つの基本的な類型を想定する。それが①効率型継投、②依存型継
投、③柔軟型継投、④奇襲型継投である。 
 以上、３つのマネジメントを各章との対応で説明した。上記３つのマネジメントのルールは、相互に関連
性を形成している。ゲームマネジメントとコーチマネジメントは、基礎的構造のレベルでは、相互に補完的
な構造を形成している。ゲームマネジメントにおいて、どのモデルがチームの勢力分析から見て最適であ
るかが判明されれば、それはコーチマネジメントでの投手スタッフの構成と強く相関するはずである。そ
の補完的な構造こそが、リアルマネジメントのレベルで、どのような瞬時の判断をすればいいか、という
個々の判断に対して、ゲームマネジメントからは状況設定の枠を付与し、またコーチマネジメントからは
継投支援という具体策を示す、という大枠を提示する。 
 とすれば、ここでの補完的構造からのインプットに対して、リアルマネジメントとしては、瞬時の判断を
した結果を、この補完的構造にアウトプットする。ここでは、ゲームマネジメントへは勝敗の結果が提示さ
れ、リアルマネジメントのレベルでの判断が成功したのか失敗したのか、が明確な形態で示され、またコー
チマネジメントに対しては、継投の成否が具体的に提示される。このように３つのマネジメントのルール
が相互に関係することで、マネジメントのルールは統合される構造を維持しながら、同時に常にダイナミッ
クに変動する過程にある。３つのマネジメント・ルールは社会構造として統合され、社会過程として変動す
る、そこにルール化の本質が示されている。この社会構造としての統合と社会過程としての変動はルール
化の表裏一体の関係にあり、それは実践する＜私＞を構成する２つの「自分」と「主体」の関係から説明で
きる。 
本研究は、＜私＞の朝日大学での監督時代のシンボリックに価値ある優勝決定に関与した２試合の詳細
な内省的な解釈から始まり、そこから客観化するためにマクロデータとの照合を行い、一人称研究と客観
的データとの融合からなるマネジメント・ルールを３つのレベルで行ってきた。ここでは、＜私＞の「自
分」の内的経験を、「主体」を介してルール化することによって、投手起用について、リーグでの優勝を目
指し、そのために選手をいかにコーチングすればいいのか、さらにそれを前提にして試合での瞬時の判断
をいかにすればいいか、という一連のマネジメント過程についてルール化をしてきた。ただしルール化が
研究の最終のゴールではない。ルール化は所詮ルール化にすぎない。それだけで、＜私＞が実践において優
勝できるはずはない。ルールは＜私＞の実践を通して常に変化・再調整されるものであり、その変化がさら
に新しいルールとして客観化され、しかもそれが他の多くの＜私＞たちに共有化されると、そこから＜私
＞のルールを超える新たな変化が起こり、＜私＞のルールは共有ルールとしての地位を失う。こうして、
ルールは、＜私＞の中で「自分」と「主体」との相互作用で変化すると同時に＜私＞と他の＜私＞たちとの
相互関係でも変化する。このような変化をもたらす原点は＜私＞の実践であり、その実践の過程からの
フィードバックで＜私＞を構成する「自分」と「主体」が内省して詳細な記述をし、同時に客観化してルー
ル化を探求する、その循環を繰り返すことで、＜私＞はつぎの＜私＞へと実践を繰り返す。 
 このように、本研究の新規性は、上述してきたユニークな方法論に準拠して多層レベルでのルール化を
明確にし、それを実践に活かす循環過程を見事に描いたことにある。 
以上より、本研究は、林卓史君の高度な研究遂行能力と、野球の監督コーチとしての卓越した実践力、そ
して政策・メディア研究に相応しい独創性・新規性の高さを存分に示すものである。林君が発見したマネジ
メントの多様なルールについては、今後、林君の次の監督の実践に活かされ、そしてさらなるルールの変更
が模索されていく。よって、本学位審査委員会は、林卓史君が博士(政策・メディア)の学位を受ける資格が
あるものと認める。 
 
 
 
 
